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ヒト食道癌由来細胞株 SGF‐3の 性状

近年, ヒト消化器細胞の培養は,多 施設で盛んに

行われ,そ の株化細胞の性状に関する報告は多数み

られる。 し かしながら,食 道癌細胞の培養に関する

報告は,数 例をみるにすぎない1)。われわれは,昭 和
55年1月以来,食道癌手術前後の補助療法の実験モデ
ルとして, ヒト食道癌細胞の培養化を,12例 の切除

標本より試みてきた。現在, 4株 継代中だが,そ の

中で,安 定 した増殖を示 している 1株 について,培

養の経過 と性状に関 して報告する。

材料および方法

材料は,44歳 男性で,術 前未処置の,頚 部食道癌

症4/1の手術摘出標本の一部で,組 織学的には,中 分

化型扁平上皮癌であった (図a).初 代培養は,腫 瘍
をlmm角 に細切 し,組織片培養で開始した.培 養液
は,RPM11640と Ham F‐12を1:1に 混合し,これに

新生仔牛血清を10%添 加したものを用いた。培養は,
すべて37℃,5%C02イ ンキュベーター内で,湿 度は

約95%で 行った。初回の植え継ぎは,培 養開始後,
30日目に行い,1年 後の現在,57代 に至っている.
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細胞並びに,多 核巨細胞も散見された(図b).継 代

を重ねる事によっても,細 胞の形態,配 列に変化は

みられなかった.PAS染 色では,培 養細胞には,ほ
ぼ平均して,PAS陽 性物質が認められた。培養細胞

を,単 層シー ト状の状態で固定 し,包 埋 し電子顕微

鏡で観察すると,原 腫瘍 と比較 して, トノフィブリ

ル及び細胞表面の微繊毛が豊富にみられ, ミ トコン

ドリアは,細 長 く,か つ縮少化 し, この培養系にお

ける特徴の一つと思われた。染色体分析では,低 2倍

体から低3倍体域に分布し,明瞭なマーカー染色体は

認められなかった.培 養11代の細胞を4.5×106/0.1

ml個 を BALB/cヌ ー ドマウスの背部皮下 に接種

し,果種移植性について検討した.移 植後2週目より

同部に腫瘍を形成,3週 目に腫瘍を摘出し,光 顕的,

電顕的に検索 した。H.E染 色で,角 化を伴 う扁平上

皮癌の所見を示し,原 腫場の組織 と類似 していた,

電顕像では,胞 体内に多数の トノフィブリルがみら

れ,デ スモブームもよく観察された。温度感受性試

験では,各 種 (腺癌,扁 平上皮癌,黒 色腫)ヒ ト悪

性 腫 瘍 出来 細 胞 株 との比 較 で, 高 温 域 ( 3 7 ℃
～42.5℃)に おける温度感受性を,増 殖能を指標 と

して検討したところ子宮頚部扁平上皮癌由来細胞株

(SKG)と 類似の極性を示した.

結  論

以上の結果より,SGF‐ 3を 培養食道扁平上皮癌細

胞 と判定した。培養細胞は,原 組織 とは存在様式,

あるいは,間 質 との相互作用の因子を含め同一では

ないが,由 来の明らかな細胞を培養し分析を加える

事は意義がある。今後 さらに多 くの細胞株を樹立 し,
比較検討の うえ,治 療モデルとして活用しようと考

えている。
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培養結果

培養細胞の形態は,位 相差顕微鏡観察では,増 殖
の旺盛な,小 型の多角形細胞を主体に,単 層シー ト

状で,は め絵様あるいは,敷 石状を呈 し,典 型的な
上皮細胞様配列を示 した。また,比 較的大型の単核
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